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１．はじめに  

市販の清涼飲料水中には、酸化防止剤としてビタミンＣが添加されている。これは、

工業的に作られたものであるため、体内でのビタミンＣ活性がない。また、食品表示に

は、添加物名の表示が義務づけられているが、ビタミンＣの添加量（含有量）は義務化

されていない。そこで私たちは清涼飲料水中のビタミンＣ含有量を酸化還元滴定により

調べることにした。    

 

２．研究内容 

(1)実験方法 

清涼飲料水に含まれるビタミンＣ量について、酸化還元滴定を利用し、ビタミンＣ  

１ｍｇと反応するヨウ素溶液の体積決定と清涼飲料水中のビタミンＣの定量分析を行

った。 

(2)材料 

ビタミンＣ水溶液(Ｌ－アスコルビン酸０.５ｇを水に溶かして１Ｌにする) 

ヨウ素溶液（約０.１％、ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液）  

でんぷん水溶液（約１％） 

清涼飲料水 実験１ 緑茶、ほうじ茶、紅茶 

        実験２ コカコーラ、ファンタ、ミルクカルピス、いろはす     

 

３．結果・考察 

(1)実験１ 

①仮説   

ペットボトル入り飲料、は酸化防止剤としてビタミンＣを含んでいるので、お

茶パックにより抽出したものより、ビタミンＣ含有量が多くなる。 

ほうじ茶は緑茶に比べて高温で煎られているので、ビタミンCの残存量が少ない。 

②結果・考察 

・（表１）より、ペットボトルの緑茶のビタミンＣ含有量が一番多かった。食品成分

表によると、ほうじ茶(抽出液)にはビタミンＣの含有量は 0 であるが、今回の結果

では緑茶より少ないが検出され。紅茶はペットボトルのものよりもパックの方が、

ビタミン C の含有量が多かった。今回の実験では検証できなかったが、発酵茶の



ため、お茶の成分であるポリフェノールの一種であるカテキンが作用したためで

はないかと考えた。 

 

・ペットボトルの緑茶が、最もビタミンＣ含有量が多かった 。パックのほうじ茶

にはビタミンＣは含まれていないはずだが、今回の結果では多く含まれていたた

め、パックのほうじ茶にも酸化防止剤としてビタミンＣが含有されているのでは

ないかと考える 。  

 

(2)実験２ 

①仮説 

ラベルに表記されている通りの結果が出ると思われる。 

②結果・考察 

ラベルにビタミンＣが含まれていると表記されていたコーラ、いろはすの実験

結果から誤差はあるものの酸化防止剤としてのビタミンＣが含まれているのでは

ないかと考えられる。カルピスは表記されていないのにもかかわらず、最も多く

ビタミンＣが含まれていたことより、酸化防止剤としてビタミンＣが含まれてい

ると考えられる。ファンタも同様の結果となった。 

 

４．まとめ 

2015 年の 15 歳から 17歳の食事摂取基準によると、1日のビタミンＣ摂取目標量が 100

㎎であることを考えると、酸化防止剤、化学物質としてのビタミンＣをかなり摂取して

いることになる。 

美容や健康に欠かせないビタミンＣだが、無意識に、しかも必要以上に摂取すること

は、健康被害につながる可能性がある。清涼飲料水を利用する際は、食品添加物の摂取

を意識し、利用しすぎないようしなければならない。 

（表１） 


